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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第３四半期連結
累計期間

第60期

会計期間

自平成26年
１月１日

至平成26年
９月30日

自平成25年
４月１日

至平成25年
12月31日

売上高 （千円） 3,584,072 3,588,108

経常利益又は経常損失（△） （千円） △294,016 16,378

四半期（当期）純損失（△） （千円） △391,532 △181,184

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △385,148 △135,252

純資産額 （千円） 3,449,243 3,855,543

総資産額 （千円） 5,162,725 5,468,516

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
（円） △93.13 △43.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － －

自己資本比率 （％） 66.8 70.5

 

回次
第61期

第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成26年
７月１日

至平成26年
９月30日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
(円） △35.72

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第61期第３四半期連結累計期間及び第60期

は潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。

４．第60期は、決算期変更により平成25年４月１日から平成25年12月31日までの９ヶ月決算となっております。

５．第60期は、決算期変更により第３四半期連結財務諸表を作成しておりません。これに伴い、第60期第３四半

期連結累計期間及び第60期第３四半期連結会計期間の主要な経営指標等の推移については記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び当社の連結子会

社)が判断したものであります。

　なお、前連結会計年度の決算期変更に伴い、当第３四半期連結累計期間は比較対象となる前第３四半期連結財務

諸表を作成していないため、対前年同四半期増減比較は記載しておりません。

　（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策の効果や消費税増税前の駆け込み需要の影響

もあり、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、消費税増税後の駆け込み需要の反動、円安による原材料・

原油価格の高騰や物流コストの上昇等が懸念され、先行きは引き続き不透明な状況となっております。このような

経済状況のもとで、当社グループは、多様化する顧客ニーズに的確に対応した新製品開発のスピードアップとさら

なる短納期化に努め、「軸流ファン」を中心とした中国への生産移管及び中国市場の開拓を推進し、熊谷工場との

生産棲み分けと効率的生産システム構築による業績向上に総力をあげて取り組んでおります。

　当第３四半期連結累計期間は、設備投資の増加傾向や電機・輸送・工作機械業界の順調な回復もあり、売上高は

35億８千４百万円となりましたが、自動巻線機事業において新規開発要素の高い案件が継続している事や棚卸資産

の評価減等により営業損失は２億２千９百万円、経常損失は持分法による投資損失９千７百万円を計上したことな

どにより２億９千４百万円、特別損失で連結子会社において減損損失７千７百万円を計上したことなどにより、四

半期純損失は３億９千１百万円となりました。

 

　当第３四半期連結累計期間のセグメントの業績は次のとおりであります。

①送風機事業

　国内工作機械・産業機械業界及び電機業界向け部品供給を中心とする当社にあっては、軸流工作機械向けの生産

増加に伴う納期の前倒しや工作機械中国向けの市場が好調に推移したこと等により、送風機事業の売上高は21億９

千９百万円となり、セグメント利益は円安による材料費上昇の影響もあり、１億８千８百万円となりました。

②住設事業

　浴室照明器具に関しては、消費税増税後の駆け込み需要に対する反動は懸念された大きな落ち込みはなかったも

のの、新規住宅着工件数の回復鈍化の影響を受け、売上高は７億９千１百万円を計上し、セグメント利益は１千１

百万円となりました。

③自動巻線機事業

　自動巻線機事業は、電子関連機器向けの引合いが継続しているなか、ＨＥＶ・ＥＶ関連機器がやや動き出してい

るものの、大型案件の売上が第４四半期にさらに延びたことにより、売上高は５億５千３百万円、新規開発要素の

高い案件の継続や棚卸資産の評価減等によりセグメント損失は２億９千２百万円となりました。

④企業再生支援事業

　売上高は３千８百万円、セグメント利益は６百万円となりました。

 

　（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　（3）研究開発活動

　　当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、３千６百万円となっております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,473,000

計 9,473,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成26年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,342,554 4,342,554

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

 (スタンダード)

権利内容に何ら限定のな

い、当社における標準と

なる株式であり、単元株

式数は100株であります。

計 4,342,554 4,342,554 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

　平成26年７月１日～

 平成26年９月30日
－ 4,342,554 － 1,538,448 － 1,447,761

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    138,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,203,200 42,032 －

単元未満株式  普通株式      1,254 －
一単元(100株)未満の

　株式

発行済株式総数 4,342,554 － －

総株主の議決権 － 42,032 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ローヤル電機株式会社
東京都港区高輪二丁目16

番37号
138,100 － 138,100 3.18

計 － 138,100 － 138,100 3.18

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、九段監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．決算期変更について

　平成25年11月28日開催の臨時株主総会における定款一部変更の決議により、決算期を３月31日から12月31日に変

更いたしました。

　これに伴い、平成25年12月期第３四半期連結財務諸表を作成していないため、前第３四半期連結累計期間につい

ては記載しておりません。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 921,313 639,168

受取手形及び売掛金 1,470,690 1,433,543

営業投資有価証券 496,065 498,889

商品及び製品 218,789 414,660

仕掛品 281,977 268,193

原材料及び貯蔵品 317,570 356,885

その他 49,112 41,598

貸倒引当金 △1,101 △1,497

流動資産合計 3,754,417 3,651,442

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 220,984 187,471

機械装置及び運搬具（純額） 62,012 78,075

工具、器具及び備品（純額） 88,336 74,961

土地 629,358 629,358

リース資産（純額） 6,535 0

建設仮勘定 25,432 13,800

有形固定資産合計 1,032,660 983,668

無形固定資産   

借地権 32,841 32,841

その他 51,238 20,589

無形固定資産合計 84,079 53,430

投資その他の資産   

投資有価証券 521,878 445,419

破産更生債権等 50,000 0

その他 25,479 28,764

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 597,358 474,183

固定資産合計 1,714,099 1,511,283

資産合計 5,468,516 5,162,725
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 783,314 730,831

短期借入金 ※ 230,000 ※ 230,000

1年内返済予定の長期借入金 17,368 －

未払法人税等 18,990 32,146

賞与引当金 20,664 48,162

アフターサービス引当金 － 6,637

その他 206,968 338,813

流動負債合計 1,277,306 1,386,592

固定負債   

リース債務 2,857 2,230

繰延税金負債 53,785 61,774

退職給付に係る負債 247,756 227,678

資産除去債務 14,700 14,700

その他 16,567 20,506

固定負債合計 335,667 326,889

負債合計 1,612,973 1,713,481

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,538,448 1,538,448

資本剰余金 1,676,743 1,676,743

利益剰余金 789,112 376,558

自己株式 △227,043 △227,043

株主資本合計 3,777,261 3,364,706

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 99,894 108,859

為替換算調整勘定 △21,742 △24,322

その他の包括利益累計額合計 78,152 84,536

新株予約権 130 －

純資産合計 3,855,543 3,449,243

負債純資産合計 5,468,516 5,162,725
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 3,584,072

売上原価 3,220,705

売上総利益 363,367

販売費及び一般管理費 592,946

営業損失（△） △229,579

営業外収益  

受取利息 2,767

受取配当金 5,489

為替差益 12,346

受取賃貸料 6,957

その他 10,355

営業外収益合計 37,916

営業外費用  

支払利息 1,184

売上割引 2,833

持分法による投資損失 97,019

その他 1,314

営業外費用合計 102,353

経常損失（△） △294,016

特別利益  

新株予約権戻入益 130

特別利益合計 130

特別損失  

固定資産除却損 146

減損損失 ※ 77,855

特別損失合計 78,002

税金等調整前四半期純損失（△） △371,888

法人税等 19,644

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △391,532

四半期純損失（△） △391,532
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △391,532

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 8,965

為替換算調整勘定 △2,580

その他の包括利益合計 6,384

四半期包括利益 △385,148

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △385,148

 

EDINET提出書類

ローヤル電機株式会社(E01965)

四半期報告書

10/16



【注記事項】

（会計方針の変更）

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更）

　在外子会社の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、在外子会社

の重要性及び近年の為替相場の変動を勘案した結果、一時点の為替相場を用いるより、期中平均相場を用いる方

が、在外子会社の業績をより適切に連結財務諸表に反映させるため、第１四半期連結会計期間より期中平均相場

により円貨に換算する方法に変更しております。

　なお、この変更による当連結会計年度の期首までの累積的影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりま

せん。

 

（税金費用の計算方法の変更）

　従来、税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法により行っておりましたが、第１四

半期連結会計期間より年度決算と同様の手法で計算する方法に変更しております。

　この変更は、当社の親会社及び当社連結子会社と決算期を統一したことを契機に計算方法を見直し、四半期連

結累計期間の課税所得に対応する税金費用の計算をより合理的かつ正確に反映させるために行ったものでありま

す。

　なお、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

　（アフターサービス引当金）

　第１四半期連結会計期間より、一部の国内連結子会社において製品のアフターサービス費の支出に備えるた

め、売上高を基準として、過去の実績率により算出した額を計上しております。

　一部の国内連結子会社においては、従来、製品のアフターサービス費用については発生時の費用として処理し

ておりましたが、将来見込まれるアフターサービス費用の合理的な算定が可能となったことから、第１四半期連

結会計期間より計上することといたしました。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　当社は、取引銀行１行と当座貸越契約を締結しております。この契約に基づく借入未実行残高は、次のとお

りであります。

 
前連結会計年度

（平成25年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

当座貸越極度額 500,000千円 500,000千円

借入実行残高 230,000 230,000

差引額 270,000 270,000

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　減損損失

　当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

当第３四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）

（1）減損損失を認識した主な資産

用途 種類 場所

事業用資産
建物及び構築物、工具、器具及び備品、
無形固定資産（その他）等

株式会社多賀製作所
東京都羽村市

（2）減損損失の認識に至った経緯

　事業用資産については、一部の国内連結子会社において将来の回収可能性を検討した結果、当初予測した

キャッシュ・フローが見込めないため、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損

損失として計上いたしました。

（3）減損損失の金額

建物及び構築物   28,646千円

機械装置及び運搬具  　3,198千円

工具、器具及び備品   20,296千円

リース資産  　3,732千円

無形固定資産（その他）   21,981千円

計  77,855千円

（4）資産のグルーピングの方法

　当社グループは、主に管理会計上の区分を考慮して資産グループを決定しております。また、賃貸不動

産、遊休資産については各資産単位でグルーピングを行っております。

　なお、連結子会社については会社単位でグルーピングをしております。

（5）回収可能価額の算定方法

　資産グループごとの回収可能価額につきましては使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フロー

に基づく使用価値がマイナスであるため、回収可能価額を零として評価しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日）

減価償却費 101,256千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）

　　　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月26日
定時株主総会

普通株式 21,021 5.00 平成25年12月31日 平成26年３月27日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当第３四半期連結累計期間（自平成26年１月１日　至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 送風機事業 住設事業 自動巻線機事業

企業再生支援事

業

売上高        

外部顧客への売上高 2,199,972 791,855 553,608 38,635 3,584,072 － 3,584,072

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,199,972 791,855 553,608 38,635 3,584,072 － 3,584,072

セグメント利益又はセ

グメント損失(△)
188,736 11,473 △292,649 6,275 △86,162 △143,416 △229,579

 

（注）１．セグメント利益の調整額△143,416千円の主なものは、当社の総務部門等、一般管理部門に係る費用であ

ります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「自動巻線機事業」において、一部の国内連結子会社で当第３四半期連結会計期間に、将来の回収可能性

を検討した結果、当初予測したキャッシュ・フローが見込めないため、固定資産の帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、減損損失を計上しました。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては77,855千円であります。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日）

(1）１株当たり四半期純損失金額（△） △93円13銭

（算定上の基礎）  

四半期純損失金額（△）（千円） △391,532

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（千円）
△391,532

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,204

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－

（注）　当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月12日

ローヤル電機株式会社

取締役会　御中

 

九段監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　杉山　一雄　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　石尾　仁　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているローヤル電機株

式会社の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年７月１日から

平成26年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ローヤル電機株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　(注)　1.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　　2.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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